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症例は突発性の複視，構音障害，歩行困難を呈した 85 歳男性．入院時，両側内転およ

び輻輳障害，正面視時の両側外斜視，左右外転時の水平性眼振，中枢性右顔面神経麻痺

および錐体路徴候を認めた．単眼固視では他眼の外斜視が増強され，WEBINO症候群と

診断した．既往に慢性心房細動があり，脳 MRI 上，橋被蓋傍正中部，中脳下部に加え

て小脳半球，前頭葉皮質にも急性期脳梗塞巣が確認された．その後，正面視時右眼の外

斜視は改善したが，その他の眼球運動障害は持続した．眼球運動障害の機序に両側内側

縦束（medial longitudinal fasciculus, MLF）および傍正中橋毛様体（paramedian pontine 

reticular formation, PPRF）の障害が疑われた．WEBINO症候群を呈する心原性脳塞栓症

の報告は少ないが，その特徴として眼球運動以外の症状が多彩であること，病変が多発

性に見られることが挙げられる．WEBINO症候群に眼症状以外の症状を伴う場合は、心

原生脳塞栓症の可能性も考慮する必要がある。 

 

 


